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教員の公募について（依頼） 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび本研究科では、国際地域文化論専攻比較文化論講座の教員を下記により公募する

ことになりました。 

 本研究科は、現代社会の国際化に対応して、世界の様々な地域の文化およびそれらの間の交流に

関して学際的で先駆的な研究を行い、多様化する文化と社会の中で活躍できる優れた人材を養成す

ることを目的として平成５年４月に発足しました。本研究科は５年制の博士課程の大学院独立研究

科であり、国際地域文化論専攻、国際文化交流論専攻および国際文化言語論専攻の３専攻１６講座

により構成されております。 

 比較文化論講座は、国際地域文化論専攻の講座の一つで、過去から現代に至るまでの文学、歴史、

思想、美術などの諸現象を扱いつつ、世界の様々な文化と日本との関連についても教育・研究を鋭

意進めています。 

 つきましては、ご多用中のところ誠に恐縮ですが、貴職関係方面への周知方よろしくお取り計ら

い下さるようお願い申し上げます。 

 

敬具 

 

記 

 

１．職種・人員      准教授      １名 

２．専門分野       比較文化論 

３．担当科目       大学院授業科目「比較文化論特論・特別研究」 

「比較文化論総合演習・特別演習」 

「比較言語表現論（講義）」 

全学教育科目（外国語・ドイツ語） 

４．採用予定日      平成２２年（２０１０年）１０月１日 

５．応募資格 

  （１）本研究科において、教育・研究に従事する資格があると認められる者で、博士の学位を

もち、大学卒業後５年以上、大学における准教授（助教授）、講師、助教または助手とし

ての教育経験年数３年以上であることを要する。ただし、他の条件において特に優れて



いる場合にあっては、上記の年数を短縮することができる。 

  （２）専門分野は、ドイツ語圏を中心とするヨーロッパの文学、思想、歴史、美術等を日本と

関連付けて考察する比較文化研究とし、その分野において十分な研究業績があること。 

（３）本研究科国際地域文化論専攻比較文化論講座の准教授として、「比較文化論特論・特別

研究」、「比較文化論総合演習・特別演習」、「比較言語表現論（講義）」の大学院授業科

目を担当し、かつ全学教育科目（外国語・ドイツ語）を担当できる者であること。 

（４）国籍は問わないが、日本語で講義ができる者であること。 

６．提出書類 

  （１）履歴書      １部 （様式は自由、署名捺印の上、写真貼付のこと） 

  （２）研究業績一覧表  １部 （著書、論文、翻訳、調査・報告・紹介等、書評・学会展望

等、辞書、口頭発表、その他に分けること） 

  （３）研究業績の全点（抜刷り、コピーでも可） 

  （４）主要な業績（著書、論文）３点について、研究業績一覧表に○印を付すとともに、それ

ぞれの要旨を１,０００字程度（日本語）にまとめて添付すること。 

  （５）研究および教育に関する抱負（研究と教育に分け、それぞれＡ４、１枚程度）。とくにド

イツ語の教育経験について、教育機関（大学・短大等、非常勤も含む）および授業名、

経験年数について記し、最近行った授業科目１つについてシラバスを提出すること。な

お、本学の全学教育科目については、本学高等教育開発推進センターのホームページを

参照のこと。 

 http://www2.he.tohoku.ac.jp/zengaku/zengaku.html 

  （６）なお、必要に応じて、ほかに資料の提出を求めることがある。 

７．応募締切  平成２２年（２０１０年）２月１５日（月）（必着） 

８．選考方法等 書類選考後、面接を行う。（交通費は、応募者の負担） 

９．書類提出先       

〒980-8576 仙台市青葉区川内 41 東北大学大学院国際文化研究科長 宛 

  （封筒に「「「「応募書類応募書類応募書類応募書類（（（（比較文化論比較文化論比較文化論比較文化論））））在中在中在中在中」」」」とととと朱書朱書朱書朱書しししし、、、、書留郵便書留郵便書留郵便書留郵便で送付すること。） 

   応募書類は、希望者にのみ返却いたします。             

10．問合せ先  東北大学大学院国際文化研究科庶務係 

        電話 022 (795) 7541  FAX  022 (795) 7583 

        E-mail：int-som@bureau.tohoku.ac.jp 

        研究科ホームページ： http://www.intcul.tohoku.ac.jp/ 

 

 

◎ 東北大学は、男女共同参画を積極的に推進しています。 

子育て支援の詳細等、男女共同参画の取り組みについては、下記URLをご覧ください。 

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/danjyo/ 

 

 

 


